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（
公
社
）
米
穀
機
構
（
４

月
１
日
に
コ
ス
ト
指
標
作
成

団
体
に
認
定
さ
れ
た
）
は
４

月
７
日
、
米
の
コ
ス
ト
指
標

を
公
表
し
た
。
４
月
時
点
の

生
産
段
階
の
コ
ス
ト
指
標

は
、
玄
米
６０
㎏
当
た
り
２
万

５
３
５
円
と
な
っ
た
。

販
売
ま
で
の
、
集
荷
、
卸

売
、
小
売
り
等
の
コ
ス
ト
を

積
み
上
げ
る
と
、
精
米
５
㎏

に
換
算
し
て
２
８
１
６
円
と

な
っ
た
。
こ
の
価
格
に
各
段

階
の
利
潤
を
加
え
て
店
頭
価

格
と
な
る
（
図
参
照
）。

こ
の
指
標
は
、
作
付
け
規

模
を
１
〜
３
ha
と
し
て
い

る
。
コ
ス
ト
指
標
作
成
委
員

会
で
は
、
流
通
委
員
か
ら
３

ha
以
上
層
、
ま
た
は
全
平
均

値
を
採
用
す
べ
き
と
の
意
見

が
出
た
が
、
流
通
量
の
多
く

を
占
め
る
の
が
１
〜
３
ha
層

で
、
平
均
作
付
け
面
積
が
２

・
２７
ha
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
こ
の
層
を
採
用
し
た
。

今
後
は
、
全
国
の
コ
ス
ト

指
標
を
参
考
に
、
各
生
産
地

で
個
別
の
コ
ス
ト
指
標
を
提

示
し
て
の
交
渉
に
な
る
と
想

定
さ
れ
る
。

今
年
度
か
ら
、
食
料
シ
ス

テ
ム
法
が
全
面
施
行
さ
れ
、

農
産
物
の
生
産
コ
ス
ト
を
下

回
る
価
格
で
の
取
引
を
防
ぐ

た
め
、
生
産
か
ら
販
売
ま
で

の
事
業
者
に
対
し
、
取
引
条

件
の
交
渉
に
応
じ
る
こ
と
が

努
力
義
務
と
し
て
課
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
は
、
農
産
物
の

価
格
は
生
産
コ
ス
ト
が
な
か

な
か
反
映
さ
れ
ず
、
市
場
の

価
格
が
優
先
さ
れ
て
き
た
た

め
、
コ
ス
ト
割
れ
が
生
じ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
。今
後
は
、

生
産
コ
ス
ト
が
考
慮
さ
れ
た

交
渉
と
な
る
。

し
か
し
、
あ
く
ま
で
も
需

給
の
状
況
に
よ
り
、
価
格
は

左
右
さ
れ
る
。
需
給
が
緩
和

し
て
く
る
と
、
ど
う
し
て
も

価
格
は
抑
え
ら
れ
て
く
る
。

コ
ス
ト
が
こ
れ
だ
け
か
か

る
と
い
う
こ
と
を
、
消
費
者

に
広
く
普
及
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２６
年
度
予
算
が
、
４
月
７

日
に
成
立
し
た
。
今
回
は
、

２
月
に
衆
議
院
議
員
選
挙
が

行
わ
れ
た
た
め
、
年
度
内
の

成
立
が
間
に
合
わ
ず
、
４
月

に
ず
れ
込
む
形
と
な
っ
た
。

一
般
会
計
の
歳
出
総
額
は

１
２
２
兆
３
０
９
２
億
円

で
、
過
去
最
大
と
な
っ
た
。

う
ち
農
林
水
産
関
係
は
、

前
年
度
比
１
％
（
２
５
０
億

円
）
増
の
２
兆
２
９
５
６
億

円
と
な
っ
た
。
財
源
確
保
に

向
け
、
２６
〜
２９
年
度
の
４
年

間
で
Ｊ
Ｒ
Ａ
か
ら
毎
年
２
５

０
億
円
の
拠
出
を
受
け
る
。

２６
年
度
は
「
農
業
構
造
転

換
集
中
対
策
期
間
」
５
年
間

の
２
年
目
と
し
て
、
農
地
の

大
区
画
化
や
中
山
間
地
域
に

お
け
る
き
め
細
か
な
整
備
等

を
進
め
る
。
こ
の
対
策
に
向

け
た
財
源
と
し
て
、
前
年
度

の
約
２
倍
の
４
９
４
億
円
を

確
保
し
た
。

主
な
事
項
は
図
参
照
。

『
食
料
安
全
保
障
の
強
化
』

と
し
て
、「
水
田
活
用
の
直

接
支
払
交
付
金
」
は
２
７
５

２
億
円
（
前
年
度
２
８
７
０

億
円
）
で
、
１
１
８
億
円
の

減
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
主

食
用
米
の
価
格
が
高
騰
し
た

こ
と
や
、
交
付
対
象
の
水
田

の
減
少
等
に
よ
る
。

『
農
業
の
持
続
的
発
展
』

と
し
て
、「
地
域
計
画
の
実

現
に
向
け
た
支
援
」
５
２
７

億
円
を
計
上
。
地
域
計
画
の

見
直
し
・
実
現
の
動
き
を
後

押
し
し
、
担
い
手
へ
の
農
業

機
械
の
導
入
、
新
規
就
農
者

の
育
成
・
確
保
等
に
支
援
。

（
畜
産
関
係
は
２
面
参
照
）

農
水
省
は
３
月
１１
日
、
２６

年
産
の
水
田
に
お
け
る
主
食

用
米
、
戦
略
作
物
等
の
作
付

け
意
向
に
つ
い
て
、
第
１
回

中
間
的
取
り
組
み
状
況
（
２６

年
１
月
末
時
点
）
を
発
表
し

た
（
表
参
照
）。

主
食
用
米
の
作
付
け
意
向

は
、
１
３
６
万
１
０
０
０
ha

で
、
前
年
よ
り
６
０
０
０
ha

減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
前

年
に
「
令
和
の
米
騒
動
」
で

米
不
足
が
懸
念
さ
れ
、
大
幅

に
作
付
け
面
積
が
増
え
た
こ

と
も
あ
り
、
２６
年
も
１
３
６

万
ha
台
を
維
持
し
て
い
る
。

１
・
７
㎜
ふ
る
い
目
幅
の

直
近
５
ヵ
年
中
３
ヵ
年
平
均

の
単
収（
５
３
８
㎏
／
１０
a
）

を
用
い
て
計
算
す
る
と
、
主

食
用
米
の
生
産
量
は
７
３
２

万
ｔ
と
な
る
。

一
方
、
飼
料
用
米
は
、
全

国
で
前
年
よ
り
５
０
０
０
ha

少
な
い
４
万
１
０
０
０
ha
と

な
っ
た
。
減
少
が
３５
道
府
県

で
、
増
加
は
０
県
と
な
っ
て

い
る
。こ
れ
ら
の
道
府
県
は
、

主
食
用
米
に
シ
フ
ト
し
た
と

み
ら
れ
る
。
飼
料
用
米
の
作

付
け
減
少
に
つ
い
て
は
、
一

般
品
種
に
対
す
る
助
成
が
引

き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
も
、
要

因
の
一
つ
と
み
ら
れ
る
。

農
水
省
は
３
月
２３
日
、
食

料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議

会
食
糧
部
会
で
、
米
の
需
給

見
通
し
を
諮
問
、
了
承
さ
れ

た
。２６

／
２７
年
の
需
要
見
通
し

は
、
６
９
６
万
〜
７
１
１
万

ｔ
（
玄
米
ベ
ー
ス
）
と
な
っ

た
。
近
年
の
需
要
量
が
必
ず

し
も
減
少
し
て
い
な
い
こ
と

を
踏
ま
え
、
直
近
の
消
費
量

の
実
績
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需

要
量
の
動
向
な
ど
を
考
慮
し

て
、
幅
を
も
っ
て
設
定
す
る

こ
と
と
し
た
。

２６
年
産
主
食
用
米
等
の
生

産
量
の
見
通
し
は
、
７
１
１

万
ｔ
（
同
）
と
な
っ
た
。

２７
年
６
月
末
の
民
間
在
庫

量
は
、
２
２
１
万
〜
２
４
９

万
ｔ
と
な
る
。

ま
た
、
作
付
け
意
向
調
査

（
上
記
）
を
踏
ま
え
た
見
通

し
も
、
参
考
値
と
し
て
示
し

て
い
る
。作
付
け
意
向
で
は
、

主
食
用
米
の
生
産
量
は
７
１

９
万
〜
７
３
２
万
ｔ
と
な
っ

て
い
る
。

需
要
量
が
変
わ
ら
な
い
と

し
て
、
民
間
在
庫
量
は
２
２

９
万
〜
２
７
１
万
ｔ
と
、
大

幅
に
増
加
す
る
見
込
み
と
な

る
。
需
給
状
況
を
踏
ま
え
た

作
付
け
が
求
め
ら
れ
る
。

樹
齢
２
０
０
０
年
と
も
言

や
ま
た
か
じ
ん
だ
い
ざ
く
ら

わ
れ
る「
山
高
神
代
桜
」は
、

さ
ね
は
ら

山
梨
県
北
杜
市
の
真
原
開
拓

じ
っ
そ
う

じ

の
東
に
あ
る
實
相
寺
境
内
に

鎮
座
し
て
い
る
。

エ
ド
ヒ
ガ
ン
種
の
古
木

で
、
日
本
三
大
桜
の
一
つ

（
他
は
岐
阜
県
薄
墨
桜
・
福

島
県
滝
桜
）と
さ
れ
て
い
る
。

や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

日
本
武
尊
が
東
国
遠
征
を

し
た
際
に
植
え
ら
れ
た
、
と

の
伝
説
が
残
っ
て
い
る
。

幾
度
と
な
く
自
然
災
害
に

遭
い
、
最
盛
期
よ
り
小
さ
く

な
っ
た
が
、
高
さ
は
約
１０
ｍ

で
、
幹
の
太
さ
と
存
在
感
は

い
に
し
え
の
歴
史
を
感
じ
さ

せ
る
。

真
原
開
拓
に
も
、
７
５
０

ｍ
に
及
ぶ
人
気
の
桜
並
木
が

あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
開
花

前
（
３
月
２８
日
）
だ
っ
た
。

２６
年
度
予
算
は
過
去
最
大
で
成
立

２６
年
度
予
算
は
過
去
最
大
で
成
立

２０００年咲き続ける「山高神代桜」

農
林
水
産
関
係
予
算
は
１
％
増

飼
料
用
米
は
減
少
傾
向

在
庫
量
の
増
加
が
懸
念

米
の
コ
ス
ト
指
標
２
８
１
６
円\
５
㎏

米
の
コ
ス
ト
指
標
２
８
１
６
円\
５
㎏

水
田
に
お
け
る
作
付
け
意
向

２６\

２７
年
主
食
用
米
需
給
見
通
し

消
費
者
に
認
知
し
て
も
ら
う
事
が
重
要

消
費
者
に
認
知
し
て
も
ら
う
事
が
重
要

・「食料・農業知っておきたい話」－１５４－ （２面）
・経済性志向がトップ（消費者動向調査）（３面）
・九州開拓連絡協議会研修会（宮崎） （４面）
・２５年地球温暖化影響調査レポート （５面）
・トウモロコシ二期作栽培の試み （６面）
・ロタウイルス感染が寄生虫症状を軽減 （７面）
・畜産物需給見通し （８面）
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２６
年
度
農
林
水
産
関
係
予

算
の
う
ち
、
畜
産
・
酪
農
関

係
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お

り
。
（

）
内
は
２５
年
度
当

初
予
算
額
。

★
畜
産
生
産
体
制
の
強
化

８
億
円
（
同
額
）

遺
伝
子
解
析
技
術
等
を
活

用
し
た
家
畜
改
良
の
推
進
、

肉
用
牛
の
出
荷
月
齢
の
早
期

化
、
和
牛
の
信
頼
確
保
の
た

め
の
遺
伝
子
型
の
検
査
、
乳

用
牛
の
長
命
連
産
性
向
上
に

資
す
る
取
り
組
み
等
を
支

援
。畜

産
関
係
団
体
や
、
Ｉ
Ｔ

ベ
ン
ダ
ー
等
が
連
携
し
、
生

産
関
連
情
報
を
集
約
・
活
用

す
る
体
制
を
整
備
す
る
取
り

組
み
等
を
支
援
。

★
飼
料
生
産
基
盤
立
脚
型

酪
農
・
肉
用
牛
産
地
支
援

５２
億
円
の
内
数
（
５６
億
円
）

酪
農
・
肉
用
牛
経
営
者
等

が
連
携
し
た
有
機
飼
料
の
生

産
拡
大
等
の
取
り
組
み
支

援
、
家
畜
排
せ
つ
物
処
理
施

設
の
機
能
の
強
化
な
ど
。

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

に
配
慮
し
た
飼
養
管
理
の
普

及
・
定
着
や
、
畜
産
Ｇ
Ａ
Ｐ

の
取
り
組
み
等
を
支
援
。

★
草
地
関
連
基
盤
整
備

（
公
共
）

３
３
３
１
億
円
の
内
数
（
３

３
２
６
億
円
）

草
地
に
立
脚
し
た
、
畜
産

経
営
の
展
開
に
必
要
と
な
る

基
盤
整
備
等
推
進
。

★
畜
産
・
酪
農
経
営
安
定

対
策

２
３
０
７
億
円
（
２
３
０
３

億
円
）

牛
マ
ル
キ
ン
、
豚
マ
ル
キ

ン
、
加
工
原
料
乳
生
産
者
補

給
金
等
に
よ
り
、
経
営
の
安

定
を
支
援
。

★
家
畜
衛
生
等
総
合
対
策

７７
億
円
（
同
額
）

家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
基

づ
き
、
殺
処
分
を
し
た
家
畜

等
に
対
す
る
手
当
金
や
、
都

道
府
県
の
防
疫
措
置
等
に
対

す
る
負
担
金
を
交
付
す
る
ほ

か
、
家
畜
の
伝
染
性
疾
病
の

侵
入
防
止
の
た
め
の
水
際
で

の
検
疫
措
置
等
を
支
援
。

産
業
動
物
獣
医
師
の
確

保
、
情
報
通
信
機
器
を
活
用

し
た
遠
隔
診
療
に
よ
る
獣
医

療
の
提
供
の
推
進
等
を
支

援
。★

消
費
・
安
全
対
策
交
付

金１９
億
円
（
同
額
）

豚
熱
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
の
発
生
予
防
の
た
め
、

飼
養
衛
生
管
理
の
向
上
や
、

農
場
の
分
割
管
理
の
推
進
、

野
生
動
物
対
策
の
強
化
等
を

支
援
。

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の
封
鎖
と

い
う
重
大
な
危
機
に
直
面
し

な
が
ら
、
日
本
国
民
の
命
を

守
る
た
め
に
優
先
さ
れ
る
べ

き
「
国
防
」
の
議
論
の
ピ
ン

ト
が
ず
れ
て
い
な
い
か
。
早

急
な
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

★
武
力
攻
撃
か
ら
守
る
シ

ェ
ル
タ
ー
の
カ
バ
ー
率
を

１
０
０
％
に

日
本
の
安
全
保
障
の
議
論

は
軍
事
的
な
側
面
ば
か
り
に

力
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
政

府
は
３
月
３１
日
に
、
他
国
か

ら
武
力
攻
撃
を
受
け
た
際
に

住
民
が
避
難
す
る
「
シ
ェ
ル

タ
ー
」
を
３０
年
ま
で
に
市
区

町
村
単
位
の
人
口
カ
バ
ー
率

１
０
０
％
を
目
標
と
し
て
確

保
す
る
基
本
方
針
を
閣
議
決

定
し
た
。
シ
ェ
ル
タ
ー
も
準

備
し
て
、
い
ざ
と
な
れ
ば
、

「
攻
め
て
い
く
ぞ
」
と
言
わ

ん
ば
か
り
の
威
勢
の
よ
さ
が

目
立
つ
。

し
か
し
、
国
民
の
命
を
守

る
の
は
戦
う
こ
と
で
は
な

い
。
国
民
を
飢
え
さ
せ
な
い

こ
と
だ
。
ま
ず
食
べ
る
物
が

な
か
っ
た
ら
国
民
が
飢
え
る

こ
と
に
つ
い
て
、
ど
う
備
え

る
の
か
の
議
論
は
ほ
と
ん
ど

聞
こ
え
て
こ
な
い
。
米
国
の

イ
ラ
ン
攻
撃
に
よ
る
ホ
ル
ム

ズ
海
峡
の
封
鎖
に
よ
っ
て
、

日
本
国
民
に
突
き
つ
け
ら
れ

て
い
る
危
機
の
認
識
が
欠
如

し
て
い
な
い
か
。

筆
者
は
、
２０
年
以
上
前
か

ら
食
料
危
機
へ
の
備
え
を
訴

え
て
き
た
。
今
回
の
ホ
ル
ム

ズ
海
峡
の
封
鎖
で
、
日
本
人

の
飢
餓
の
リ
ス
ク
は
一
段
と

深
刻
化
し
た
。

日
本
の
食
料
自
給
率
は
３８

％
と
い
う
け
れ
ど
、
化
学
肥

料
の
原
料
は
ほ
ぼ
１
０
０
％

輸
入
に
依
存
し
て
い
る
し
、

９０
％
を
海
外
に
依
存
し
て
い

る
野
菜
の
種
だ
け
で
な
く
、

コ
メ
な
ど
の
種
も
同
様
の
流

れ
に
な
り
か
ね
な
い
制
度
改

定
が
進
む
中
、
実
質
的
な
食

料
自
給
率
は
最
悪
９
・
２
％

に
近
づ
い
て
い
る
と
警
鐘
を

鳴
ら
し
て
き
た
が
、
そ
れ
さ

え
甘
か
っ
た
。
そ
れ
に
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
が
１０
％

少
々
し
か
な
い
こ
と
は
算
入

し
て
い
な
か
っ
た
。

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の
封
鎖
に

直
面
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給

率
の
低
さ
も
勘
案
す
れ
ば
、

日
本
の
食
料
自
給
率
は
実
質

数
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
な
い
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

そ
の
よ
う
な
中
、
農
家
は
燃

料
、
肥
料
、
飼
料
を
は
じ
め
、

あ
ら
ゆ
る
生
産
資
材
コ
ス
ト

の
さ
ら
な
る
高
騰
の
一
方

で
、
米
価
な
ど
が
下
落
し
始

め
て
、
「
あ
と
５
年
以
内
に

こ
こ
で
コ
メ
つ
く
る
人
、
農

業
や
る
人
は
い
な
く
な
る
。

こ
こ
は
住
め
な
く
な
っ
て
く

る
」
と
い
う
地
域
が
続
出
し

て
い
る
流
れ
は
、
一
層
加
速

し
か
ね
な
い
。

し
か
し
、
食
品
価
格
が
上

が
っ
た
ら
、
３０
年
間
所
得
が

減
り
続
け
て
い
る
消
費
者
も

苦
し
い
。
だ
か
ら
、
農
家
に

必
要
な
額
と
消
費
者
が
払
え

る
額
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る

政
策
が
必
要
だ
。
農
家
の
所

得
が
確
保
さ
れ
、
消
費
者
も

安
く
買
え
て
助
か
り
、
自
給

率
も
上
げ
ら
れ
る
。
海
外
で

は
当
た
り
前
の
政
策
だ
。

し
か
し
、
政
府
は
そ
う
い

う
政
策
は
や
ら
な
い
と
言
っ

て
い
る
。こ
の
期
に
及
ん
で
、

米
生
産
は
抑
制
し
ろ
、
国
家

備
蓄
も
減
ら
す
、
輸
入
を
増

や
せ
、と
言
っ
て
い
る
。中
国

は
人
口
１４
億
人
の
１
・
５
年

分
の
穀
物
備
蓄
が
あ
る
と
い

う
が
、
日
本
は
コ
メ
の
備
蓄

が
今
や
１５
日
分
し
か
な
い
。

食
料
の
国
家
備
蓄
を
さ
ら

に
減
ら
し
て
シ
ェ
ル
タ
ー
を

作
っ
て
、
国
民
の
命
が
守
れ

る
だ
ろ
う
か
。
シ
ェ
ル
タ
ー

を
準
備
し
て
「
攻
め
て
い
く

ぞ
」
と
言
っ
た
と
た
ん
に
、

台
湾
海
峡
や
日
本
の
周
辺
の

海
が
封
鎖
さ
れ
た
ら
、
食
料

生
産
能
力
も
激
減
し
て
、
わ

ず
か
な
食
料
備
蓄
で
、
何
ヵ

月
間
、
飢
え
死
に
せ
ず
に
す

む
か
ど
う
か
の
問
題
に
な
り

か
ね
な
い
。
こ
れ
で
は
、
自

国
政
府
自
ら
が
国
民
を
飢
え

さ
せ
る「
セ
ル
フ
兵
糧
攻
め
」

に
な
っ
て
い
な
い
か
。

★
植
物
工
場
で
食
料
自
給

率
１
０
０
％
を
め
ざ
す
？

し
か
も
、
苦
し
む
農
家
と

消
費
者
を
放
置
し
て
、
政
策

の
重
点
は「
フ
ー
ド
テ
ッ
ク
」

だ
と
言
い
出
し
た
。
「
フ
ー

ド
テ
ッ
ク
」
の
論
理
は
、
既

存
の
農
家
は
地
球
温
暖
化
の

犯
人
だ
か
ら
、こ
れ
か
ら
は
、

図
の
よ
う
に
、
植
物
工
場
と

か
昆
虫
食
、
人
工
肉
な
ど
に

切
り
替
え
て
い
く
、
と
い
う

も
の
だ
。
苦
し
む
農
家
を
放

置
す
る
方
向
性
と
フ
ー
ド
テ

ッ
ク
を
進
め
る
と
い
う
方
向

性
は
「
実
に
整
合
性
が
取
れ

て
い
る
」
と
い
う
の
が
恐
ろ

し
い
。

「
植
物
工
場
で
食
料
自
給

率
１
０
０
％
を
め
ざ
す
」
と

い
う
発
想
で
「
フ
ー
ド
テ
ッ

ク
」
に
予
算
を
増
や
す
方
向

性
は
、
ど
う
見
て
も
現
実
離

れ
し
て
い
る
。
し
か
も
、
植

物
工
場
の
世
界
シ
ェ
ア
の
拡

大
に
話
が
飛
ん
で
い
る
。

３
月
１１
日
付
の
日
本
農
業

新
聞
に
よ
る
と
、
３
月
１０
日

に
行
わ
れ
た
日
本
成
長
戦
略

会
議
（
議
長
は
高
市
早
苗
首

相
）
に
お
い
て
、
植
物
工
場

で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
や
工

場
設
備
な
ど
を
合
わ
せ
た
国

内
外
の
シ
ェ
ア
で
、
４０
年
ま

で
に
世
界
の
３
割
を
目
指
す

方
針
案
が
示
さ
れ
た
と
い

う
。植

物
工
場
な
ど
の
「
フ
ー

ド
テ
ッ
ク
」
を
は
じ
め
と
す

る
１７
分
野
で
重
点
的
に
官
民

投
資
を
促
す
方
針
で
、
目
標

や
具
体
策
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
工
程
表
を
、
５
月
ま
で
に

ま
と
め
る
と
さ
れ
る
。

こ
れ
で
は
、
一
部
の
企
業

が
儲
け
て
政
治
に
お
金
が
還

元
さ
れ
て
も
、
農
業
・
農
村

は
崩
壊
し
、
食
の
安
全
性
も

食
料
自
給
率
も
さ
ら
に
蔑
ろ

に
さ
れ
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
国
民
は
本
当
に
飢
え
死
に

し
か
ね
な
い
。

子
ど
も
達
の
未
来
を
守
る

安
全
保
障
、
「
国
防
」
の
一

丁
目
一
番
地
は
食
料
、
そ
れ

を
生
み
出
す
農
業
だ
と
い
う

こ
と
い
う
こ
と
を
、
今
こ
そ

肝
に
銘
じ
て
も
ら
い
た
い
。

政
府
は
３
月
１７
日
、
農
業

近
代
化
資
金
融
通
法
の
改
正

案
を
閣
議
決
定
し
、
国
会
に

提
出
し
た
。

今
回
の
改
正
は
、
今
後
見

込
ま
れ
る
資
金
需
要
拡
大
に

対
応
す
る
た
め
、
農
業
近
代

化
資
金
の
貸
付
限
度
額
を
、

個
人
４
０
０
０
万
円
↓
２
億

円
、
法
人
等
２
億
円
↓
７
億

円
に
引
き
上
げ
る
（
図
）
。

背
景
と
し
て
、
農
業
経
営

の
規
模
拡
大
等
に
よ
り
資
金

需
要
が
拡
大
し
て
お
り
、
担

い
手
の
規
模
拡
大
・
事
業
多

角
化
等
に
よ
る
資
金
需
要
の

拡
大
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
同
資
金
の
２３
年

度
の
融
資
実
績
は
、
ピ
ー
ク

時
の
６
分
の
１
と
低
迷
し
て

い
る
。
要
因
と
し
て
、
貸
付

限
度
額
が
少
な
い
、
償
還
期

限
が
短
い
―
な
ど
が
あ
る
。

今
回
、
民
間
金
融
機
関
が

取
り
扱
う
、
低
利
の
制
度
資

金
で
あ
る
農
業
近
代
化
資
金

に
つ
い
て
、
農
業
者
の
資
金

需
要
の
拡
大
等
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
貸
付
限
度
額
を
引

き
上
げ
る
も
の
で
あ
る
。

農
水
省
は
３
月
３１
日
、
２５

年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
結
果
の

概
要
（
確
定
値
）
を
公
表
し

た
。農

業
経
営
体
は
８３
万
６
千

経
営
体
で
、
５
年
前
の
１
０

７
万
６
千
経
営
体
に
比
べ
て

２４
万
経
営
体
（
２２
・
３
％
）

減
少
し
、
１
０
０
万
を
切
る

こ
と
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
法
人
経
営
体
は

３
万
４
千
経
営
体
で
、
５
年

前
よ
り
３
千
経
営
体
（
１０
・

１
％
）
増
加
し
た
。
法
人
経

営
体
の
内
訳
は
、
会
社
法
人

７４
％
、農
事
組
合
法
人
２０
％
、

そ
の
他
６
％
と
な
っ
た
。

一
方
、
１
経
営
体
当
た
り

の
耕
地
面
積
は
３
・
６
ha
で
、

５
年
前
よ
り
０
・
５
ha
（
１６

・
１
％
）増
加
し
た（
表
）。

そ
の
う
ち
の
借
入
耕
地
面
積

は
１
・
６
ha
（
４４
・
４
％
）

と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
経
営
耕
地
面
積
を

規
模
別
に
見
る
と
、
２０
ha
以

上
の
農
業
経
営
体
の
経
営
耕

地
面
積
が
全
体
の
４９
・
７
％

を
占
め
、
５
年
前
よ
り
５
・

４
㌽
上
昇
し
た
。

農
業
経
営
体
の
法
人
数
は

増
え
、
規
模
拡
大
は
着
実
に

進
ん
で
い
る
。

東京大学大学院特任教授・名誉教授 鈴木宣弘氏東京大学大学院特任教授・名誉教授 鈴木宣弘氏
「国防」の議論のピントがずれている「国防」の議論のピントがずれている

攻撃防御シェルター１００％と植物工場の世界シェア３０％
で国民の命は守れるのか

攻撃防御シェルター１００％と植物工場の世界シェア３０％
で国民の命は守れるのか

食料・農業 知っておきたい話 第１５４回食料・農業 知っておきたい話 第１５４回

脱脱脱脱脱脱脱脱脱脱脱脱脱脱脱脱脱脱脱脱脱脱脱脱脱脱脱脱脱脱脱脱脱脂脂脂脂脂脂脂脂脂脂脂脂脂脂脂脂脂脂脂脂脂脂脂脂脂脂脂脂脂脂脂脂脂粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳ののののののののののののののののののののののののののののののののの「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過剰剰剰剰剰剰剰剰剰剰剰剰剰剰剰剰剰剰剰剰剰剰剰剰剰剰剰剰剰剰剰剰剰」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

貸
付
限
度
額
を
引
き
上
げ

１
経
営
体
の
耕
地
面
積
増

２６
年
度
農
水
予
算（
畜
産
・
酪
農
）の
概
要

２６
年
度
農
水
予
算（
畜
産
・
酪
農
）の
概
要

農
業
近
代
化
資
金

２５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
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大
八
洲
開
拓
農
協

㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
は

２
月
１２
日
、
「
消
費
者
動
向

調
査
（
２５
年
１１
月
調
査
）
」

の
結
果
を
公
表
し
た
。
全
国

の
２０
〜
７０
代
の
男
女
２
千
人

か
ら
回
答
を
得
た
。

▼
食
に
関
す
る
消
費
者
の

志
向
は
、
「
経
済
性
志
向
」

が
４１
・
６
％
（
前
回
調
査
比

４
・
０
㌽
減
）と
最
も
高
く
、

次
い
で
「
健
康
志
向
」
が
４１

・
１
％
（
２
・
９
㌽
減
）
、

「
簡
便
化
志
向
」
が
３８
・
０

％（
２
・
３
㌽
減
）だ
っ
た
。

「
健
康
志
向
」
「
経
済
性
志

向
」
共
に
前
回
調
査
か
ら
低

下
し
た
が
、
依
然
と
し
て
４０

％
台
を
維
持
し
て
い
る
。「
簡

便
化
志
向
」
は
調
査
開
始
以

来
最
高
だ
っ
た
前
回
調
査
か

ら
低
下
し
た
が
、
過
去
３
番

目
に
高
い
割
合
と
な
っ
た
。

▼
「
経
済
性
志
向
を
選
ん

だ
理
由
」
で
は
「
物
価
が
上

昇
し
て
い
る
か
ら
」
が
５８
・

６
％
と
最
も
高
く
、
次
い
で

「
将
来
や
老
後
の
た
め
貯
蓄

を
増
や
し
た
い
」
が
８
・
２

％
、
「
食
へ
の
こ
だ
わ
り
が

あ
ま
り
な
い
」
が
８
・
１
％

と
、
物
価
上
昇
で
経
済
性
志

向
を
選
ん
だ
人
が
過
半
数
を

超
え
て
い
る
。

経
済
性
志
向
を
選
ん
だ
人

の
「
こ
こ
１
年
ほ
ど
で
購
入

を
最
も
減
ら
し
た
品
目
」は
、

米
が
２１
・
８
％
、
牛
肉
が
１３

・
１
％
、
パ
ン
が
５
・
８
％

の
順
だ
っ
た
。
特
に
割
合
が

高
か
っ
た
米
と
牛
肉
に
つ
い

て
代
わ
り
に
購
入
数
を
増
や

し
た
品
目
を
聞
く
と
、
米
の

代
わ
り
は
め
ん
類
が
２９
・
３

％
と
最
も
高
く
、
牛
肉
の
代

わ
り
は
鶏
肉
が
２７
・
５
％
と

最
も
高
か
っ
た
（
図
）
。

▼
「
普
段
購
入
し
て
い
る

食
品
に
つ
い
て
懸
念
し
て
い

る
こ
と
（
３
つ
ま
で
回
答
）
」

は
、
「
食
品
価
格
」
が
６３
・

０
％
と
最
も
高
く
、
次
い
で

「
食
品
添
加
物
」
が
３３
・
７

％
、
「
食
品
ロ
ス
」
が
２７
・

５
％
だ
っ
た
。

２
月
２７
日
、
農
水
省
の
米

・
米
粉
消
費
拡
大
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
主
催
す
る
「
米

粉
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
２
０
２

６
―
春
―
」
が
東
京
都
下
で

開
催
さ
れ
た
。
同
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
は
、
こ
れ
ま
で
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
歩
み
を
振
り

返
り
、
今
後
の
ト
レ
ン
ド
を

予
測
し
発
表
す
る
イ
ベ
ン
ト

で
、
世
界
的
に
著
名
な
パ
テ

よ
ろ
い
づ
か

ィ
シ
エ
の
鎧
塚
シ
ェ
フ
と
辻

口
シ
ェ
フ
が
登
壇
し
た
。

▽
ク
ル
ト
シ
ュ
・
ド
ー
ナ

ツ
・
ラ
イ
ス
ミ
ル
ク
プ
ロ
テ

イ
ン
等
を
選
出

第
一
部
で
発
表
さ
れ
た

「
２６
年
流
行
す
る
と
思
う
米

粉
グ
ル
メ
」
で
は
、
「
米
粉

パ
ン
部
門
」
、
「
ス
イ
ー
ツ

部
門
」
、
「
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ー

ブ
部
門
」
の
３
部
門
で
、
様

々
な
米
粉
料
理
が
候
補
に
上

が
っ
た
。
そ
の
結
果
、
「
米

粉
パ
ン
部
門
」
で
は
ク
ル
ト

シ
ュ
、
「
ス
イ
ー
ツ
部
門
」

で
は
米
粉
ド
ー
ナ
ツ
、
「
ニ

ュ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
部
門
」
で
は

「
ラ
イ
ス
ミ
ル
ク
プ
ロ
テ
イ

ン
」
「
米
粉
ベ
ー
グ
ル
サ
ン

ド
」が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
た
。

「
ク
ル
ト
シ
ュ
」
と
は
、

螺
旋
状
に
焼
き
上
げ
た
パ
ン

で
、
外
が
カ
リ
ッ
と
中
は
も

っ
ち
り
の
食
感
が
特
徴
。
ま

た
、
「
ラ
イ
ス
ミ
ル
ク
プ
ロ

テ
イ
ン
」
は
、
米
か
ら
作
ら

れ
た
ラ
イ
ス
ミ
ル
ク
（
飲
み

物
）
に
ラ
イ
ス
プ
ロ
テ
イ
ン

（
栄
養
補
助
食
品
）
を
添
加

し
た
も
の
。

▽
米
粉
の
普
及
に
つ
い
て

セ
ッ
シ
ョ
ン

第
二
部
で
は
、
辻
口
・
鎧

塚
の
両
シ
ェ
フ
に
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
サ
ー
と
し
て
活
動
す

る
Ｓ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ
さ
ん
が
加
わ

り
、
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
た
。

米
粉
の
普
及
に
つ
い
て
辻

口
シ
ェ
フ
は
、
「
ブ
ラ
ン
ド

価
値
を
作
っ
て
い
け
る
と
良

い
。
私
は
、
米
粉
は
メ
レ
ン

ゲ
と
の
相
性
が
良
い
と
思
っ

て
い
る
。
米
粉
は
グ
ル
テ
ン

が
な
く
膨
ら
ま
な
い
た
め
、

メ
レ
ン
ゲ
の
力
を
借
り
て
膨

ら
ま
せ
て
菓
子
作
り
に
使
う

の
が
良
い
と
思
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
米
粉
の
食
べ
方

を
提
案
し
、
米
粉
を
使
っ
た

ス
イ
ー
ツ
に
取
り
組
み
た

い
」
と
話
し
た
。

Ｓ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ
さ
ん
は
、「
子

ど
も
に
小
麦
ア
レ
ル
ギ
ー
が

あ
る
お
母
さ
ん
が
、
米
粉
レ

シ
ピ
を
見
る
傾
向
が
あ
る
。

ま
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー
は
な
い

が
、
食
べ
る
と
体
が
重
く
な

る
と
い
う
人
も
い
る
。
パ
ン

や
グ
ラ
タ
ン
な
ど
の
米
粉
料

理
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
普
及
し
、
家

庭
で
取
り
入
れ
ら
れ
る
と
い

い
」
と
語
っ
た
。

ま
た
、鎧
塚
シ
ェ
フ
は
、米

粉
を
広
め
る
に
は
２
つ
の
戦

略
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

語
り
、
「
１
つ
は
１
０
０
％

米
粉
に
置
き
換
え
る
方
法
。

も
う
１
つ
は
、
よ
り
美
味
し

い
も
の
を
作
る
た
め
に
米
粉

を
ブ
レ
ン
ド
す
る
と
い
う
方

法
。
例
え
ば
、
私
が
作
る
シ

ュ
ー
生
地
は
、
カ
リ
ッ
と
し

た
食
感
を
出
す
た
め
に
米
粉

を
加
え
て
い
る
。
菓
子
を
作

る
時
に
骨
格
と
し
て
グ
ル
テ

ン
が
必
要
な
場
面
は
多
い
た

め
、
少
し
柔
軟
に
考
え
て
小

麦
粉
と
米
粉
を
ブ
レ
ン
ド
し

て
い
く
と
、
米
粉
の
需
要
増

加
に
も
繋
が
る
だ
ろ
う
。
色

々
な
米
粉
の
良
さ
を
提
案
し

て
い
く
、
広
め
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
」
と
語
っ
た
。

大
八
洲
開
拓
農
業
協
同
組

合
は
３
月
２６
日
、
第
７８
回
通

常
総
会
を
開
催
し
、
役
員
改

選
を
行
っ
た
。
総
会
後
の
理

事
会
で
、
新
代
表
理
事
組
合

長
に
中
川
剛
志
氏
を
選
任
し

た
。肥

後
開
拓
農
協

事
務
所
移
転

肥
後
開
拓
農
協
は
、
４
月

２７
日
か
ら
事
務
所
を
移
転
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
新
し
い

住
所
は
次
の
通
り
。
電
話
番

号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
変
わ
ら
ず
従

来
通
り
と
な
る
。

【
新
住
所
】

〒
８
６
１
―
２
１
０
１

熊
本
県
熊
本
市
東
区
桜
木

６
丁
目
３
番
５４
号

熊
本
県
畜
産
会
館
３
階

神
奈
川
県
足
柄
上
郡
山
北

町
の
高
松
山
開
拓
は
、
県
西

部
の
高
松
山
の
中
腹
に
あ

る
。
標
高
４
５
０
ｍ
程
で
、

火
山
灰
の
酸
性
土
壌
だ
。

５２
年
に
県
が
、
高
松
地
区

を
酪
農
開
拓
地
区
と
し
て
、

入
植
者
を
募
集
し
た
。
同
年

に
は
試
験
入
植
が
始
ま
り
、

５４
年
に
２９
戸
が
入
植
し
て
協

同
組
合
が
結
成
さ
れ
た
。

当
初
は
何
も
な
い
山
野
の

土
地
で
、
開
拓
住
宅
が
３
戸

ほ
ど
で
道
も
無
く
、
全
て
を

一
か
ら
始
め
る
こ
と
と
な

り
、
開
墾
よ
り
先
に
、
道
路

と
住
む
家
を
作
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
我
慢
と
努

力
が
要
求
さ
れ
た
。

高
松
地
区
へ
の
開
拓
道
路

が
完
成
し
た
の
は
５８
年
で
、

そ
れ
ま
で
は
資
材
運
搬
の
た

め
の
索
道
し
か
な
く
、
人
々

は
ふ
も
と
か
ら
５
㎞
は
あ
ろ

う
か
と
思
わ
れ
る
急
な
山
道

を
歩
く
し
か
な
か
っ
た
。

酪
農
は
、
乳
牛
２
頭
、
子

牛
１
頭
、
役
牛
数
頭
が
県
か

ら
貸
し
出
さ
れ
、
徐
々
に
頭

数
を
増
や
し
て
い
っ
た
。
当

初
は
道
も
索
道
も
無
く
、
ク

ー
ラ
ー
も
無
か
っ
た
の
で
、

沢
の
水
で
牛
乳
を
冷
や
し
、

夜
明
け
前
に
搾
っ
た
牛
乳
と

合
わ
せ
て
背
負
い
、
山
道
を

下
っ
て
い
く
日
々
だ
っ
た
。

６５
年
に
は
３５
戸
中
２０
戸
が

酪
農
経
営
を
行
い
、
乳
牛
は

１
４
０
頭
に
な
っ
て
い
た
。

７１
年
に
は
、
乳
用
種
去
勢

牛
（
開
拓
牛
）
肥
育
が
開
始

さ
れ
た
。

入
植
当
初
か
ら
子
ど
も
は

多
か
っ
た
が
、
学
校
へ
は
細

い
山
道
を
下
っ
て
い
く
し
か

な
か
っ
た
。
川
村
小
学
校
高

松
分
校
が
５６
年
に
開
校
し
、

以
降
２
０
１
０
年
に
廃
校
に

な
る
ま
で
、
高
松
山
開
拓
の

中
心
と
な
っ
て
い
た
。

学
校
の
向
か
い
の
広
場
に

は
、
入
植
３０
周
年
記
念
碑
が

建
っ
て
い
る
。

５
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

開
拓
組
織
の
主
な
行
事
は
次

の
と
お
り
。

５
月

１２
日

全
日
本
開
拓
者
連
盟

政
策
要
望
会
議
・
中
央

常
任
委
員
会

１２
日

全
国
開
拓
振
興
協
会

理
事
会

２１
日

全
開
連
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
参
事
会
議

２８
日

岩
手
花
平
農
協
通
常

総
会

３０
日

岩
手
県
開
拓
振
興
協

会
通
常
総
会

開拓地の中心だった校舎は今も

経
済
性
志
向
が
ト
ッ
プ

神奈川県山北町・高松山開拓

理
由
は「
物
価
上
昇
」が
約
６
割

上：整備された旧分校
下：３０周年記念碑

鎧塚シェフ・辻口シェフが登壇鎧塚シェフ・辻口シェフが登壇
米粉料理の魅力をアピール

流行すると思う米粉グルメを発表・右から辻口シェフと鎧塚シェフ
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２５
年
度
九
州
開
拓
連
絡
協

議
会
研
修
会
（
開
拓
牛
友
の

会
九
州
支
部
）
が
３
月
１２
、

１３
日
の
両
日
、
宮
崎
県
宮
崎

市
の
「
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ル
シ
テ

ィ
宮
崎
」
で
開
催
さ
れ
た
。

九
州
地
区
の
開
拓
牛
生
産

者
・
農
協
職
員
ら
３７
名
が
参

加
し
た
。

開
会
に
当
た
り
、
牧
原
保

支
部
長
が
挨
拶
を
行
っ
た

後
、
講
演
に
入
っ
た
。

第
１
部
で
は
、（
一
社
）

宮
崎
県
家
畜
改
良
事
業
団
業

務
部
業
務
２
課
長
の
長
友
千

昭
氏
が
、「
宮
崎
県
に
お
け

る
県
有
種
雄
牛
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
講
演
し
た
。

長
友
氏
は
同
事
業
団
の
種

雄
牛
セ
ン
タ
ー
で
、
種
雄
牛

飼
養
管
理
・
精
液
採
取
、
超

音
波
肉
質
診
断
等
に
長
年
携

わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
検
定

課
在
籍
時
に
は
、
直
接
検
定

事
業
な
ど
、
種
雄
牛
造
成
か

ら
枝
肉
成
績
が
判
明
す
る
ま

で
の
産
肉
能
力
検
定
事
業
を

行
っ
て
き
た
。

同
氏
は
こ
れ
ま
で
の
経
験

を
踏
ま
え
て
、
宮
崎
県
に
お

け
る
種
雄
牛
造
成
の
仕
組
み

や
考
え
方
な
ど
を
、
熱
心
に

解
説
し
た
。
基
本
的
な
考
え

方
と
し
て
は
、
１０
年
後
の
県

内
雌
牛
集
団
を
イ
メ
ー
ジ

し
、
宮
崎
血
統
の
維
持
と
状

況
に
応
じ
て
、
必
要
な
因
子

を
県
外
か
ら
導
入
を
図
る
。

ま
た
、
種
雄
牛
別
の
枝
肉

情
報
や
、
新
規
の
種
雄
牛
に

つ
い
て
も
紹
介
、
興
味
深
い

講
演
と
な
っ
た
。

参
加
者
は
、
あ
ま
り
普
段

は
接
す
る
こ
と
の
無
い
種
雄

牛
の
こ
と
を
、
興
味
深
く
聴

い
て
い
た
。

第
２
部
で
は
、
日
清
丸
紅

飼
料
㈱
技
術
サ
ポ
ー
ト
部
の

田
川
泰
照
氏
が
、「
肥
育
飼

養
管
理
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
講
演
し
た
。

田
川
氏
は
、
肥
育
成
績
を

向
上
さ
せ
る
に
は
、
育
成
期

か
ら
肥
育
前
期
の
腹
づ
く
り

が
重
要
と
、
改
め
て
基
本
を

強
調
し
た
。
ま
た
、
骨
格
や

各
部
位
、
第
一
胃
な
ど
の
発

達
時
期
を
示
し
、
そ
れ
に
見

合
っ
た
給
与
体
系
と
、
粗
飼

料
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
説

い
て
い
た
。

２５
年
度
第
３
回
東
北
開
拓

組
織
連
絡
協
議
会
研
修
会
が

３
月
１９
日
、
青
森
県
上
北
郡

野
辺
地
町
の
ゆ
う
き
青
森
農

協
ら
く
の
う
営
農
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た
（
写
真
）。

東
北
地
域
の
開
拓
組
織
に

所
属
す
る
酪
農
・
肥
育
牛
生

産
者
や
農
協
職
員
、
講
師
ら

３２
名
が
参
加
し
た
。

開
会
に
当
た
り
、
主
催
者

の
野
田
頭
和
義
会
長
が
挨
拶

を
行
っ
た
後
、
講
演
に
入
っ

た
。「近

年
の
夏
枯
れ
、
獣
害
、

難
防
除
雑
草
対
策
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
、
雪
印
種
苗

㈱
の
佐
藤
尚
親
氏
が
講
演
を

行
っ
た
。

飼
料
を
め
ぐ
っ
て
は
、
自

給
飼
料
の
量
の
確
保
と
質
の

向
上
が
重
要
で
あ
り
、ま
た
、

気
候
変
動
、
人
手
不
足
、
鳥

獣
被
害
―
の
４
つ
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

中
で
も
、
気
候
変
動
の
影
響

が
一
番
問
題
と
な
っ
て
い
る

と
指
摘
し
た
。

気
候
変
動
の
例
と
し
て
、

開
催
地
の
野
辺
地
町
の
２３
〜

２５
年
の
夏
の
平
均
気
温
が
、

１０
年
前
の
栃
木
県
北
の
地
域

と
同
じ
ぐ
ら
い
の
気
温
に
な

っ
て
い
る
デ
ー
タ
を
示
し

た
。そ

の
対
策
と
し
て
、
一
つ

南
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
自
給
飼
料

生
産
体
系
の
導
入
を
検
討
す

る
必
要
と
、
生
育
期
間
が
短

く
早
く
生
育
す
る
飼
料
作
物

の
作
物
体
系
に
シ
フ
ト
し
て

い
く
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
示

し
た
。

ま
た
、
チ
モ
シ
ー
等
の
刈

り
取
り
高
さ
に
も
留
意
す
る

必
要
が
あ
る
。
夏
の
暑
さ
が

厳
し
く
な
り
、
低
い
刈
り
取

り
で
夏
枯
れ
し
て
し
ま
う
被

害
が
出
て
い
る
。
対
策
と
し

て
は
、
１０
㎝
以
上
で
高
め
に

刈
り
取
る
よ
う
に
す
る
ほ

か
、
高
温
・
干
ば
つ
時
の
刈

り
取
り
は
特
に
注
意
す
る
よ

う
に
強
調
し
た
。

自
給
飼
料
を
栽
培
す
る
生

産
者
も
多
く
、
活
発
な
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
、
有
意
義
な

講
演
と
な
っ
た
。

今
回
は
、「
石
田
さ
ん
」

の
牛
乳
丸
ご
と
乳
製
品
山
盛

り
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
を
紹
介
す

る
。
牛
乳
等
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
て
お
り
、
栄
養
い
っ
ぱ

い
で
さ
っ
ぱ
り
と
頂
け
る
。

☆
牛
乳
丸
ご
と
乳
製
品
山
盛

り
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ

作
り
方

①
牛
乳
を
鍋
に
入
れ
、
沸

騰
直
前
ま
で
加
熱
す
る
。
鍋

肌
に
小
さ
な
泡
が
出

て
き
た
ら
火
を
止
め

る
②
火
を
止
め
て
酢

を
入
れ
て
１０
回
く
ら

い
軽
く
全
体
を
か
き

混
ぜ
、
人
肌
程
度
に

な
る
ま
で
放
置
す
る

③
ザ
ル
に
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー

こ

パ
ー
を
敷
き
、
濾
す
（
カ
ッ

テ
ー
ジ
チ
ー
ズ
の
完
成
。
そ

の
ま
ま
サ
ラ
ダ
や
料
理
に
も

使
え
る
）。
チ
ー
ズ
は
３
６

０
ｇ
使
う
。
水
分（
ホ
エ
ー
）

で
調
整
す
る

（
土
台
作
り
）

④
ク
ッ
キ
ー
を
ジ
ッ
パ
ー

付
き
袋
に
入
れ
、
め
ん
棒
か

瓶
の
底
で
砕
く
。
溶
か
し
バ

タ
ー
（
レ
ン
ジ
６
０
０
Ｗ
で

約
２０
秒
）
を
入
れ
、
し
っ
と

り
さ
せ
る

⑤
ラ
ッ
プ
を
敷
い
た
タ
ッ

パ
ー
に
入
れ
、
ス
プ
ー
ン
等

で
押
し
付
け
る
。
冷
蔵
庫
に

入
れ
て
冷
や
し
固
め
る

（
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
作
り
）

⑥
ボ
ウ
ル
に
チ
ー
ズ
を
入

れ
、
ゴ
ム
ベ
ラ
な
ど
で
な
め

ら
か
に
す
る
。
砂
糖
、
ス
キ

ム
ミ
ル
ク
を
入
れ
、
泡
立
て

器
で
混
ぜ
る
。
レ
モ
ン
汁
を

加
え
て
さ
ら
に
混
ぜ
る

⑦
粉
ゼ
ラ
チ
ン
に
水
を
入

れ
て
混
ぜ
、
レ
ン
ジ
６
０
０

Ｗ
で
約
３０
秒
温
め
て
溶
か

す
。
⑥
に
加
え
て
混
ぜ
る

⑧
タ
ッ
パ
ー
に
⑦
を
流
し

込
み
、
冷
蔵
庫
で
３
〜
４
時

間
冷
や
し
固
め
る

⑨
適
当
な
大
き
さ
に
切
っ

て
最
後
に
果
物
を
盛
り
付
け

て
完
成

福
岡
市
食
肉
市
場
に
お
い

て
４
月
７
日
、
２６
年
度
開
場

記
念
ミ
ー
ト
フ
ェ
ア
が
開
催

さ
れ
、
交
雑
種
の
部
で
㈱
荒

木
畜
産
（
肥
後
開
拓
農
協
）

の
出
品
牛
が
、
最
優
秀
賞
に

輝
い
た
。

ま
た
、
黒
毛
和
種
の
部
で

は
、
岡
良
治
氏
（
開
拓
な
が

さ
き
農
協
）
の
出
品
牛
が
見

事
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

交
雑
種
の
部
に
は
２９
頭
が

出
品
さ
れ
た
が
、
最
優
秀
賞

の
㈱
荒
木
畜
産
の
出
品
牛

は
、
生
後
２５
・
６
ヵ
月
齢
去

勢
、
種
雄
牛
「
福
之
姫
」、

枝
肉
重
量
６
２
８
・
７
㎏
、

ロ
ー
ス
芯
面
積
７９
㎠
、
バ
ラ

厚
９
・
６
㎝
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
９
、

格
付
Ａ
５
、
歩
留
基
準
値
７３

・
８
と
、
申
し
分
な
い
成
績

を
収
め
た
。

黒
毛
和
種
の
部
に
は
９１
頭

が
出
品
さ
れ
た
。
優
秀
賞
の

岡
良
治
氏
の
出
品
牛
は
、
生

後
２５
・
８
ヵ
月
齢
去
勢
、
種

雄
牛
「
茂
晴
花
」、
枝
肉
重

量
５
４
５
・
４
㎏
、
ロ
ー
ス

芯
面
積
８９
㎠
、
バ
ラ
厚
９
・

３
㎝
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
１２
、
格
付

Ａ
５
、
歩
留
基
準
値
７９
・
０

と
、
こ
ち
ら
も
す
ば
ら
し
い

成
績
を
収
め
た
。

み
な
さ
ま
、
お
久
し
ぶ
り

で
す
！
牛
乳
は
カ
ル
シ
ウ

ム
、
た
ん
ぱ
く
質
、
ビ
タ
ミ

ン
が
豊
富
で
栄
養
価
が
高

く
、
私
た
ち
の
筋
肉
や
骨
・

お
肌
な
ど
身
体
の
調
子
を
整

え
る
の
に
役
立
ち
ま
す
！

朝
・
昼
・
夕
の
３
食
の
ど

こ
か
で
コ
ッ
プ
１
杯
の
牛
乳

を
取
り
入
れ
る
な
ど
し
、
習

慣
化
し
て
し
っ
か
り
摂
る
こ

と
が
望
ま
し
い
で
す
！
ま

た
、
牛
乳
の
特
性
を
活
か
し

て
調
理
を
楽
し
む
の
も
良
い

で
し
ょ
う
。

カ
ッ
テ
ー
ジ
チ
ー
ズ
は
家

庭
で
簡
単
に
作
る
こ
と
が
で

き
、
あ
っ
さ
り
し
て
い
て
美

味
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
！
牛

乳
に
酸
（
酢
や
レ
モ
ン
果
汁

な
ど
）
が
加
わ
る
と
凝
固

し
、
水
分
（
ホ
エ
ー
）
が
分

離
さ
れ
ま
す
。

凝
固
し
た
も
の
が
チ
ー
ズ

に
な
り
ま
す
が
、
ホ
エ
ー
も

栄
養
素
が
豊
富
な
た
め
、
捨

て
ず
に
調
理
に
活
用
す
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
！

福岡市場 開場記念ミートフェア

㈱荒木畜産の最優秀賞受賞牛のロース断面

荒木畜産（肥後）
が 最 優 秀 賞

種
雄
牛
に
つ
い
て
研
修
㏌
宮
崎
市

九
州
開
拓
連
絡
協
議
会
研
修
会

自
給
飼
料
生
産
の
ポ
イ
ン
ト
㏌
野
辺
地

東
北
開
拓
組
織
連
絡
協
議
会
研
修
会
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農水省は、２５年に確認された地球温
暖化の影響や対応策などに関する都道
府県からの報告について、「２５年地球
温暖化影響調査レポート（速報）」と
して取りまとめ、３月２７日に公表した。

〈天候の概況〉
２５年の日本の年平均気温偏差は＋

１．２３℃で、統計開始以降、３番目に高
い値となった。一方、夏（６～８月）
の平均気温偏差は＋２．３６℃で、統計開
始以降最も高い値となっている。
年平均気温は全国でかなり高かっ

た。年間日照時間は西日本を中心に記
録的な多照、年降水量は東日本太平洋
側でかなりの少雨となった。

〈水稲の影響と対応〉
夏の平均気温がかなり高かったこと
から、出穂期以降の高温と少雨による
「白未熟粒の発生」が多く見られ、特
に西日本で５～６割の地域で発生する
など影響が大きかった。また、北日本
などではカメムシ類等やジャンボタニ
シの発生がみられた。
２５年産における水稲の高温耐性品種
の作付け面積は２４．８万ha（前年比４．２

万ha増）で、主食用米作付け面積に占
める水稲高温耐性品種の割合は１８．２％
（同１．８㌽増）だった。なお、高温耐性
品種の作付け面積が最も多い地域は東
日本の１２．４万ha、次いで西日本の９．２
万ha、北日本の３．２万haだった。

〈果樹の影響と対応〉
リンゴでは、「着果不良」が北日本

の６～７割の地域で発生したほか、東
日本では「着色不良・遅延」、「日焼け
果」、「凍霜害」が目立った。対策として、
品種・系統の転換などが実施された。
ブドウでは、全国的に果実肥大期～
収穫期の高温と少雨による「着色不良
・遅延」が発生しており、西日本では
４～５割の地域で影響が見られた。対
策として、環状剥皮の実施（写真）や植
物成長調節剤の散布などが行われた。
ウンシュウミカンでは、果実肥大期
から収穫期の高温と少雨による「着色
不良・遅延」が発生し、西日本の５～
６割の地域で影響が見られ、炭酸カル
シウム剤等の散布が行われた。

〈野菜の影響と対応〉
トマトでは、全国的に生育期から収

穫期の高温による「着花・着果不良」
が発生しており、西日本では５～６割
の地域で影響が見られた。対策として
は、遮光・遮熱資材の設置が行われた。
イチゴでは、全国的に育苗期から花
芽分化期の高温による「花芽分化の遅
れ」が発生しており、西日本では７～
８割の地域で影響が見られ、対策とし
てヒートポンプ夜冷などが行われた。

〈畜産の影響と対応〉
乳用牛では、東日本や西日本を中心

に夏季（泌乳期）の高温による「乳量
・乳成分の低下」が発生した。
また、夏季の高温による「繁殖成績
の低下」等の影響も見られた。対策と
して、牛舎の送風・換気、散水などが
行われた。
〈新たな品目への取り組み〉
静岡県、奈良県、和歌山県、徳島県、
愛媛県ではアボカド、北海道、京都府
はオクラなど、現状の天候に適した品
目の栽培に取り組んでいる。

埼玉県茶業研究所は、農研機構との
共同研究により、茶園の最低温度をピ
ンポイントで予測し、その予測結果を
LINEアプリで確認できるシステムを
開発した（図）。
茶園は地形や周囲の環境により、一
般的な気温と大きく異なる場合があ
る。夜間の放射冷却で冷やされた空気
は重くなり、高所から低所へ流れる。
谷底や窪地では冷気が滞留し、周囲よ
り温度が著しく低くなる。茶業研究所
が窪地の温度を測定すると、５０ｍ程度
の距離にもかかわらず、高所と４．５℃の
差を観測する日もあった。
農研機構は、「局所的な冷え込み」

を捉えるため、数メートル四方の細か
さで最低温度を予測する手法を開発。
農研機構が配信する気象データのみで
放射冷却の強さを推定可能にした。茶
業研究所は、この手法をLINEアプリ

上で利用できるシステムとして実装
し、アプリの操作だけで最低温度を予
測できるようにした。
これにより、天気予報に基づく従来
の画一的な栽培管理とは異なり、生産
者が各々のほ場の最低温度に合わせた
最適な管理が可能となった。特に懸念
される「凍霜害」を予測し、防霜ファ
ンの温度設定や電源の確認を事前に徹
底することで、現場対応の遅れを防ぐ。
また、標高データとメッシュ農業気象
データが提供されている日本国内の土
地なら、どこでも適用できるため、他
の茶産地や果樹産地への拡大が期待さ
れている。
なお、２６年１月現在、対応エリアは
狭山茶の主産地（入間市、所沢市、狭
山市）の一部で、当面は県内の茶生産
者限定で実証を行うとしている。

農水省は２月２０日、「２５年産茶の摘
採面積、生葉収穫量及び荒茶生産量
（主産県）」を公表した。
主産県の茶の摘採実面積は２万５４００
ha で、前年産より１３００ha（５％）減少

した。生葉収穫量は３１万９５００tで、前
年産並み。荒茶生産量は６万８０００tで、
１１００t（２％）増加し、減少傾向から転
じて４年ぶりに増加した。
主産県別にみると、荒茶生産量にお
いて、昨年に引き続き鹿児島県が１位
となった。なお、鹿児島県、静岡県、
三重県の３県で全国の荒茶生産量の９
割近くを占めている。

水稲など多品種で高温対策すすむ水稲など多品種で高温対策すすむ
２５年地球温暖化影響調査レポート２５年地球温暖化影響調査レポート

図・写真はともに農水省の資料から

LINEで茶園の最低予測温度を確認
数メートル四方の細かさで予測

開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織のののののののののののののののののののののののののののののの新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新ししししししししししししししししししししししししししししししいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間 Part1

２５年産荒茶生産量
２％増

２５年産荒茶生産量
２％増

摘採面積は５％減摘採面積は５％減
す ぎ ひ ら つばさ

杉平 翼
全開連
北海道出身

日々学び、一歩ずつ成長
していきたいです。よろ
しくお願いします。

き み じ ま ひ と き

君島 一煕
栃木県開拓農協
栃木県出身

今は分からないことばか
りですが、早く仕事を覚
えられるよう頑張りたい
です。

も ち た て ゆ か

持立 有香
栃木県開拓農協
栃木県出身

笑顔を忘れず、組合員さ
んに親しまれるような職
員を目指します。
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千葉県ではトウモロコシとソルガム
の混播が普及しているが、より栄養価
や嗜好性が優れる、トウモロコシの二
期作を目指した取り組みを続けてき
た。
同県が過去に公表しているトウモロ
コシ二期作のポイントを紹介する。な
お、トウモロコシの品種名によく使わ
れる「ＲＭ○○」の○○は、早晩性を
表し、おおむね発芽から収穫までの日
数と近い値となる。
▽一期作目の播種時期と使用品種
ポイント①４月上旬にＲＭ１００～１１０
の品種を播種：８月上旬までに収穫す
る必要があるため、同県の標準的な単
播栽培よりも１ヵ月程度早い４月上旬
に播種する。品種比較試験の結果、適
正な品種を選ぶことで２００㎏／ａの乾
物収量が得られた。
▽二期作目の播種時期と使用品種
ポイント②８月上旬までにＲＭ１３５

程度の晩生品種か、遅播き用や二期作
用品種を播種：ＲＭが小さい品種を夏
に播種すると、暑さにより茎葉部の成

長前に子実部から絹糸（ヒゲ）が出る
ことで、茎葉部の成長が止まってしま
い減収しやすい。そのため、ＲＭが大
きい品種を選択する。
ポイント③生育停止後に立毛保存で
水分を低下させる：８月上旬播種では
黄熟期に到達せずに生育が停止するこ
とがあるため、その場合は立毛保存に
より水分を低下させる。同県の試験結
果によると、乾物率が３０％程度まで上
昇したのは１２月１０日前後だった。葉が
枯れて多少見た目は悪くなるが、しっ
かりと水分を低下させてから調製する
ことが重要となる。
ポイント④不耕起播種機の活用が有
効：一期作目の収穫から二期作目の作
業まで時間的余裕が無いため、不耕起
播種機（写真）の活用が有効となる。
また、二期作目の播種を真空播種機で
行う「慣行区」、不耕起播種機で行い
堆肥を施用する「堆肥区」、堆肥を施
用しない「不耕起区」の３区を設け、
表の条件で比較した。その結果、堆肥
区では不耕起播種機の活用で作業時間

が慣行区より２０～３０％
短縮できた。また不耕
起区では、二期作目の
播種にかかる作業時間
は７０％短縮できた。以
上のことから、二期作
目は不耕起播種機を用
いた栽培が有効とみら
れる。
なお、同県の一般的
なトウモロコシほ場
は、二期作目は無施肥
かつ不耕起でも栽培は
可能だが、乾物収量は
条件や品種によっては
減少する場合もあるた
め、収量と手間のどち
らを優先するかを検討
して、二期作目の栽培
法を選択する必要があ
る。
実証栽培の結果か

ら、適正な品種を選ぶ
と、一期作目で１８００㎏
／１０ａ、不耕起区・堆肥区・慣行区い
ずれでも二期作目で１１００㎏／１０ａ程度
の乾物収量が期待できるが、栽植密度
によってはさらなる乾物収量が得られ
る可能性があることが分かった。

また、２１～２３年に行ったＲＭ１２３とＲ
Ｍ１３５を用いた試験では、３月下旬まで
播種が早められる可能性が示されてお
り、今後も栽培の暦や奨励品種を引き
続き検討していくこととしている。

チモシーは飼料成分や越冬性に優れ
る一方で、雑草競合に弱いため、早期
に植生が悪化することが確認されてい
る。北海道農政部生産振興局技術普及
課では、草地更新後の草地管理で、チ
モシーの植生維持を図る試みを行っ
た。
◇牧草地の植生を維持するために
維持管理段階のチモシー草地の植生
を維持するためには、①スラリー施用
量は施肥ガイドに準ずること、②化学
肥料とスラリーからの施用養分量は草
地の必要養分量を超えないこと、③収
穫時の刈高は１０㎝程度とすること、④
１番草の刈取りは出穂期を目標とする
こと、が重要となる。
◇チモシー採草地の草地更新と維持
管理について
方法：上記を念頭に、化学肥料とス
ラリー（ふん尿混合液肥）からの養分

量が草地の必要量を超
えない施用法やチモシ
ーの維持効果を実証
し、経過を調査した。
実証ほ場は、釧路・根
室の３ヵ所のチモシー
主体草地（根室・中標

あ っ け し

津・厚岸）とした。
スラリー施用、化学肥料の施用量は
農家慣行の「慣行区」、スラリー施用
量は農家慣行、化学肥料施用量は施肥
ガイドに準拠した「実証区」の２区を
設け、それぞれ２３年・２４年・２５年の３
年間で実証した。
スラリーと化学肥料を合わせた養分
供給量が概ね揃うように、Ａほ場（２１
年更新、除草剤使用）・Ｂほ場（２０年
更新、除草剤使用）・Ｃほ場（２０年更
新、除草剤未使用）の慣行区・実証区
を設け、調査項目は、冠部被度（上か

ら見てその草種が地表を被っている割
合）、乾物収量、各番草の草種構成割
合、土壌化学性、スラリー成分等とし
た。
結果：Ａ・Ｂ・Ｃ全てのほ場でイネ
科雑草は減少したものの、Ｃほ場では
除草剤を使用しなかったため、チモシ
ー及びマメ科牧草の被覆度が回復しな
かったとみられた。
２５年秋の段階で、いずれのほ場も慣
行区より実証区で播種牧草（チモシー

＋マメ科牧草）の冠部被度がやや高く
なった。また、３つの実証区の乾物収
量は、２３年では慣行区に比べ少なかっ
たが、これは窒素施用量の差に起因し
ているものと考えられ、２４・２５年は乾
物収量は慣行区と同程度となった。牧
草のＣＰ・ＮＤＦ・ＴＤＮは、各ほ場
とも遜色ない値だった。
同課はチモシー主体草地の植生維持
のために草地更新時の除草剤使用が重
要だとしている。

農水省が３月３１日に公表した「牛乳
乳製品統計調査結果」によると、２５年
１２月３１日現在の全国の牛乳処理場・乳
製品工場の工場数は５３３工場で、前年か
ら６工場減少した。内訳をみると、牛

乳処理場は３２２工場で、前年から９工場
減った。乳製品工場は１５３工場で１工場
増え、生乳を処理しない乳製品工場が
５８工場で２工場増えている。
生乳処理量規模別では、２ｔ／日以
上の牛乳処理場が２工場増え１８５工場、
同規模の乳製品工場は前年から３工場
減り３５工場となっている。

表 二期作目播種時における作業区分
区名 作業内容

慣行区

・マニアスプレッダで堆肥散布（３ｔ/１０ａ）
・ロータリーで耕起
・真空播種機で播種
・ブームスプレーヤで除草剤散布

堆肥区

・マニアスプレッダで堆肥散布（３ｔ/１０ａ）
・ディスクハローで覆土
・不耕起播種機で播種
・ブームスプレーヤで除草剤散布

不耕起区
・不耕起播種機で播種
・ブームスプレーヤで除草剤散布

写真・表ともに千葉県畜産総合研究センターの資料から

表 スラリーと化学肥料を合わせた養分供給量

年 分類
Ａほ場 Ｂほ場 Ｃほ場

慣行区 実証区 慣行区 実証区 慣行区 実証区
Ｎ P２O５ K２O Ｎ P２O５ K２O Ｎ P２O５ K２O Ｎ P２O５ K２O Ｎ P２O５ K２O Ｎ P２O５ K２O

２３
スラリー ２ １ ４ ２ １ ４ ７ ３ １４ ７ ３ １４ ６ ３ １２ ６ ３ １２
化学肥料 ７ ６ ７ ４ ９ １４ ７ ９ ５ ０ ７ ２ ８ ５ ６ ２ ７ ２
年間合計 ９ ６ １１ ６ １０ １８ １３ １１ １９ ７ １０ １６ １４ ７ １８ ８ １０ １４

２４
スラリー １ １ ２ １ １ ２ ６ ３ １５ ６ ３ １５ ８ ４ １７ ８ ４ １７
化学肥料 ７ ５ ９ ８ ３ １５ ６ １２ ６ ３ ２ ０ ９ ４ ７ ３ ４ ３
年間合計 ８ ５ １１ ９ ３ １７ １２ １５ ２１ ９ ５ １５ １７ ８ ２４ １１ ８ ２０

２５
スラリー １ ０ １ １ ０ １ ５ ３ １６ ５ ３ １６ ５ ３ １７ ５ ３ １７
化学肥料 ７ ５ ９ ６ ５ １９ ６ １２ ６ ５ ５ ２ ９ ４ ７ １１ ５ ４
年間合計 ７ ５ １０ ６ ５ ２０ １１ １５ ２２ １０ ８ １８ １４ ７ ２４ １６ ８ ２１
平均 ８ ６ １１ ７ ６ １９ １２ １４ ２１ ９ ８ １７ １５ ７ ２２ １２ ９ １９

１）スラリー施用量（ｔ／１０ａ）：前年秋～当年１番草刈取り後の施用量で、２３、２４、２５年の順にＡほ場は４、４、２、Ｂ
ほ場は５．５、６、６、Ｃほ場は５、７、７

２）スラリー・化学肥料の合計と年間合計との差は値小数点以下の数値の処理による

トウモロコシ二期作栽培の試み
不耕起播種機活用が有効

チモシー経年草地の植生維持管理
除草剤散布で雑草抑制

牛乳処理場・乳
製品工場６工場減
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へ い

子牛の下痢症は生産性の低下や斃死
を引き起こす。原因となる病原体は一
つとは限らず、ウイルスや寄生虫など
複数の病原体が同時に関係することも
ある。一般に、複数の病原体が感染す
ると症状は重くなると考えられてきた
が、十分な検証はされていなかった。
東北大学などの研究グループは、自
然感染した子牛を対象とした調査と実
験により、ウイルスと寄生虫が同時に
感染した場合でも、症状が必ずしも悪
化しないことを明らかにした。
北海道帯広市の農場と帯広畜産大学
で飼育されている子牛を対象に、出生
直後から一定期間にわたり、毎日下痢

の有無や感染状況を調査した。その結
果、「ロタウイルス（子牛下痢症の主
要原因）」に不顕性感染（感染しても
感染症状がない）した後に「クリプト
スポリジウム（腸に感染して下痢を引
き起こす寄生虫）」に感染した子牛は、
感染による下痢の期間が短くなる傾向
があることが分かった。
次に、牛の腸由来の細胞にロタウイ
ルスを感染させた後、クリプトスポリ
ジウムを加えて感染率を評価したとこ
ろ、感染率は約７５％低下した。ロタウ
イルスに感染した細胞内で作られるウ
イルス由来のタンパク質が、寄生虫の
感染を抑制していることが分かった。

現在、クリプトスポリジウムに対し
て有効なワクチンなどはないため、衛
生管理を徹底するほかない。同グルー
プは、病原体間の相互作用を応用する

ことで、薬剤やワクチンに過度に依存
しない子牛下痢症の予防・制御法の開
発につながることが期待されるとして
いる。

日本とアラブ首長国連邦（ＵＡＥ）
は３月５日、両国間で関税撤廃などを
取り決める経済連携協定（ＥＰＡ）に
おいて、交渉妥結に至った。同協定が
締結されれば、日本と中東・アフリカ
地域では初めてのＥＰＡとなる。
同協定の発効後１０年以内に、工業品
や農林水産品などの関税が撤廃または
削減される。農水省の発表によると、
農林水産品の分野では、日本からＵＡ
Ｅに輸出される、輸出重点品目の多く
で関税が撤廃される（図）。冷凍牛肉

は現行では５％の関税がかけられてい
るが、最大１０年間かけて撤廃される。
ＵＡＥの国民の平均年収は約２６００万
円を超えるなど、富裕層が多い。さら
に、ドバイには総人口の４００万人を上回
る観光客（年間２０００万人）が来訪して
おり、消費者市場として期待されてい
る。
また、日本のＥＰＡとして初めてハ
ラール分野の協力が条文化されてお
り、牛肉をはじめとした高級ハラール
食品の輸出拡大が期待されている。

農水省は３月１０日、「２５年産飼料作
物の作付（栽培）面積及び収穫量」を
公表した。全国の飼料作物全体の作付
け面積は、前年より大きく減少した。
全国の飼料作物全体の作付け面積は

９０万５２００ha で、前年産より７万４００ha
（７％）減少した。飼料用米やＷＣＳ
用稲等の作付けが減少したためとして
いる。田畑別では、田が６万３７００ha
（２５％）減の１８万８４００ha、畑が６７００ha
（１％）減の７１万６８００ha だった。田の
大幅な減少は、米騒動で主食用米の作
付けが増えたことが原因か。
【牧草】
作付け面積は８８００ha（１％）減の６８
万６７００ha だった。１０ａ当たり収量は
１００㎏（３％）減の３３７０㎏で、収穫量は

１０２万４０００ｔ（４％）減の２３１２万４０００ｔ
となった。
都道府県別の収穫量割合は、全国の

７１％を北海道が占め、鹿児島県が５％、
岩手県が３％と続いている。
【青刈りトウモロコシ】
作付け面積は１４００ha（１％）減の９
万５１００ha だった。１０ａ当たり収量は７０
㎏（１％）減の５０８０㎏で、収穫量は１３
万７０００ｔ（３％）減の４８３万５０００ｔとな
った。
都道府県別の収穫量割合は、北海道
が全国の６８％を占め、栃木県が５％、
宮崎県・岩手県が４％と続いている。

【ソルゴー】
作付け面積は、作付け中止や他作物
への転換があり、８００ha（７％）減の１
万４００ha だった。１０ａ当たり収量は、九

州において天候に恵まれ作柄が悪かっ
た前年産を上回ったことから、３６０㎏
（９％）増の４２３０㎏となった。収穫量は
６４００ｔ（１％）増の４３万９７００ｔだった。
都道府県別の収穫量割合は、宮崎県
が２５％、鹿児島県と長崎県が１４％で、
３県で全国の５割強を占めている。

農畜産業振興機構は４月９日、牛マ
ルキンの交付金単価（２６年２月分、概
算払い）を公表した。乳用種で標準的
販売価格が標準的生産費を下回ったた
め、交付が行われる。交雑種と肉専用
種は発動しなかった。

交付金単価（１頭当たり）は、乳
用種が２万３９７５．３円（前月は３万
３６４．４円、概算払い）。前月分より素畜
費が減少し、交付金は減額となった。
また、同機構は２６年度牛マルキン
の負担金単価について、交雑種は１
万８０００円、乳用種を１万９０００円（いず
れも１頭当たり）と定めた。肉専用
種は都道府県ごとに異なっている。

（一社）日本家畜人工授精師協会は、
２５年度第４四半期（１０～１２月期）の「乳
用牛への黒毛和種の交配状況について
（速報）」を公表した（下表）。
黒毛和種の交配割合は、全国平均で

４５．４％と、前期（７～９月期）の４６．５％
から減少した。性選別精液（乳用雌）
の利用割合（全国平均）は２４．９％で、
前期より２．１㌽増、前年同期より０．１㌽
減となった。

ロタウイルス感染が寄生虫症状を軽減
子牛下痢症の新たな予防法として期待

同グループの資料から

牛肉など輸出重点品目の関税撤廃牛肉など輸出重点品目の関税撤廃
ＵＡＥへの輸出で交渉妥結ＵＡＥへの輸出で交渉妥結

２５年産飼料作物面積７％減
牧草収穫量は４％減

乳用牛への黒毛和種交配割合４５．４％に減少
性選別利用割合は前期より２．１％増

乳用種のみで発動
牛マルキン２月分
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

素牛素牛
スモールスモール

３月３日、福岡市の都ホテル博多内
「魚蔵」にて、福岡県農林部畜産課か
ら業務委託された（一社）ハラル・ジ
ャパン協会の主催で、福岡県産ハラー
ル牛肉（和牛）の試食会が開催された。
福岡県は、イスラム諸国から県を訪
れる旅行者や、ハラール飲食店など、
海外も含むムスリムの方々へ福岡県産
の美味しい牛肉を広めることを目指し
「ハラール認証県産和牛販売体制確立
支援事業」を２５年度から実施している。
今回の試食会では、シェフやバイヤー、
食肉関連業者２０名程が招かれた。
今回は、福岡県畜産事業協同組合の

森下農場で肥育された黒毛和種を、ハ
ラール牛肉としてゼンカイミート㈱で
製造し、提供された。試食のハラール
和牛肉は会席料理に仕上げられ、出席
者はハラール牛肉を堪能した。
出席者は、ネット販売や輸出も視野
に検討している業者もあり、輸出に向
けての認証取得を心待ちにしていた。
３月１２日には東京会場「帆のるAir
HANEDA」でも開催され、牛かつとス
テーキのセット、焼肉ラーメン、牛焼
肉重の３種類が提供され、参加者は様
々な牛肉料理を興味深く食し、販売戦
略を練っているようだった。

全品種が強含み
の動きも、今後
はもちあいか

例年、４月は相場がやや停滞する時
期だが、今年は強含みの状況となって
いる。出荷頭数は横ばいの状況なので、
今後は落ち着いた動きか。
【乳去勢】３月の東京食肉市場の乳
牛去勢Ｂ２の税込み枝肉平均単価（速
報値）は、１３１３円（前年同月比１１６％）
となり、前月より２４円上がった。
４月に入ると、Ｂ２で１３００円前後の
動きとなっている。しかし、頭数は前
年並みの予測なので、弱もちあいでの
推移となりそう。
【Ｆ₁去勢】３月の東京食肉市場の交
雑種去勢の税込み枝肉平均単価は、Ｂ
４が１７１９円（同１０７％）、Ｂ３が１６６６円
（同１１１％）、Ｂ２が１５８６円（同１１４％）だ
った。前月に比べ、Ｂ４が２２円、Ｂ３が

４７円、Ｂ２が５９円、それぞれ上昇した。
４月に入ると、Ｂ３で１８００円台と、
強含みの推移となっている。
【和去勢】３月の東京食肉市場の和
牛去勢の税込み枝肉平均単価はＡ５が
２６３５円（同１０４％）、Ａ４が２４４９円（同
１０８％）、Ａ３が２３２１円（同１１０％）だっ
た。前月に比べ、Ａ５が７４円、Ａ４が
１０８円、Ａ３も１２４円、それぞれ前月に
続き強含みとなった。
４月になると、Ａ４で２５００円台後半
での動きで、頭数は横ばいで、強もち
あいの推移か。
【出荷頭数】４月の出荷頭数は、和
牛４万８７００頭（同１０２％）、交雑種２万
２８００頭（同１００％）、乳用種２万４２００頭
（同１０１％）と、ほぼ増減の無い出荷頭
数の見込み。
【輸入量】農畜産業振興機構は４月
の冷蔵・冷凍品の輸入量を総量で４万

７８００ｔ（同９０％）と予測。内訳は、冷
蔵品１万３６００ｔ（同９２％）、冷凍品が
３万４２００ｔ（同９０％）。
向こう１ヵ月の東京食肉市場の税込
み枝肉平均単価は、乳去勢Ｂ２が１２００
～１３００円、Ｆ₁去勢Ｂ４が１７００～１８００
円、同Ｂ３も１７００～１８００円、同Ｂ２が
１６００～１７００円、和牛去勢Ａ５が２６５０～
２７５０円、Ａ４が２５００～２６００円、同Ａ３が
２３５０～２４５０円での推移か。

需要期が続き、
夏に向かって続
伸の見込み

３月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物６７５円（前年同月比
１１０％）、中物は６５０円（同１０９％）とな
った。前月に比べ上物が７０円、中物は
７６円ともに上がった。
４月に入ると、上物で７００円を超える
動きで、例年上昇となっていく時期に
きており、相場の動きは引き続き上昇
気運となってきている。
出荷頭数は大きな増頭は見られず、

今後も相場は活発な
動きで、続伸が見込
まれる。
農水省の肉豚生産
出荷予測によると、
４月は１３９万頭（前年
同月比１０１％）と、や
や増加する予測とな
っている。
農畜産業振興機構
の需給予測による
と、４月の冷蔵・冷
凍品の輸入量は総量
で７万４９００ｔ（同

８０％）と、大きく減少する見込み。内
訳は、冷蔵品３万５４００ｔ（同９９％）、
冷凍品３万９５００ｔ（同６８％）。冷凍品
は、前月の増加の反動での減少が見込
まれる。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、出荷頭数は横ばいで、
これから需要期が続き、相場は引き続
き上昇が見込まれる。上物が６５０～７５０
円、中物も６００～７００円での推移か。

乳・Ｆ₁スモール
共引き合い強く
強含みが続くか

【スモール】３月の全国２４市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、月末の取引結果を除く暫
定値）は、乳雄が１１万２２４３円（前年同
月比１６４％）、Ｆ₁（雄雌含む）は２２万６１９９
円（同１１６％）で、前月に比べ、乳雄は
２万９４７６円、Ｆ₁も３万８５３５円共に急騰
した。
乳雄は、頭数増加は見込めず、今後
も強含みか。Ｆ₁もバラツキがあるが、
頭数減もあり、枝肉相場が上向いてお
り子牛の引き合いも強く、傾向として
上がり基調がもう少し続くか。
【乳素牛】３月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の

取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
２２万８８０６円（同１１８％）、Ｆ₁去勢は４９万
３５９１円（同１２１％）だった。前月に比べ
乳去勢は２５９４円下がり、Ｆ₁去勢は９４４
円上昇した。
Ｆ₁去勢は、相場が上昇してきている
ので子牛の引き合いは強く、頭数の増
加は見込めないので、今後も強含みが
予想される。
【和子牛】３月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格（同）は、
８９万４０３０円（同１２９％）で、前月より３
万２７０７円上昇し、２ヵ月連続の急騰と
なった。
今後も頭数減少は避けられない状況
にあり、枝肉相場の動きがやや上向い
てきたこともあり、子牛価格は強含み
が続きそう。

ハラール牛肉を業界にアピール
福岡・東京で牛肉料理の試食会開催
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上：福岡会場の試食会の様子
左下：福岡会場の会席料理 右下：東京会場の焼肉ラーメン
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